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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入のこと)
微小流路 内に電極 を配置 したマイ クロチ
ップを用い、電極反応 と後続 の化学反応 と
を独 立に制御 した電解合成 に取 り組 んだ。
反応系には図1に 示す1,4-ジメ トキシベ ン
ゼ ン(DMB)と1H-テトラゾールの両極電解
合成 を選定 した。本反応 はバル クスケール
では陽極 ・陰極での反応が干渉 しあい、ま
た反応活性種の寿命 も短いため、目的生成
物を効率 よく得 る事は難 しい。ここに電極
集 積化マ イ クロチ ップを適用す る事 に よ
りこれ らの問題 が解決できると考えた。
実験 図を図2に 示す。合流型マイ クロチ
ャネル(幅117μm、深 さ6μm)に二種の
出発物質(濃度4mM)を流量0.128μl/minで
別 々に導入 し、陽極(幅40μm)及び陰極
(幅500μm)でそれぞれ電解 したのち合流
させて反応 を行 った。電解電位 はDMBの
酸化電位付近 の+1.2～1.6Vvs.Agとした。
反応後 の溶液 はHPLC及びGC-MSによ り
分析 した。
結果 を図3に 示す。印加電位 の上昇に伴
い、DMBは 電気量に応 じて消費 された。
生成物が2種 確 認 され、GC-MS分析によ
り目的生成物及び副生成物(DMB二量体)
の生成 が示唆 された。副反応 については電
解か ら合流までの時間が問題 と考 えられ、
チャネルデザインや送液速度の最適化により電流効率・収率の更なる向上が期待でき
る。バルクスケールでは目的生成物はほとんど生成しない事から、電極集積化マイク
ロチップを用いる事で陽極 ・陰極反応の空間的分離、また電極反応と後続化学反応の
分離が可能となり、高効率な両極電解合成を実現したと言える。
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